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は形成されていたと考えられている。終末は 13 世紀後半～ 14 世紀初めかと言われている。博多
唐坊跡地からは、「白磁の洪水」と形容されるような多量の中国陶磁をはじめ、中国人貿易商の
居住を示す考古資料が大量に見つかっている。
































れらが博多唐坊の支店的存在であったととらえ、12 世紀半ば～ 14 世紀初めと推定している。
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〈 156 〉中世初期日本国周縁部における交流の諸相（柳原）
像）研究者の井形進氏である（7 ）。当然、その専門に即した造形からのアプローチとなる。
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専修大学古代東ユーラシア研究センター年報　第 3号　2017年3月〈 157 〉
　そして薩摩塔は、鹿児島県では万之瀬川







































　遺構では、図 4に掲げた 3 間× 3 間の総柱の建物（南北 5. 5 メートル、東西 5. 0 メートル）
が注目される。これは同じ遺跡の他の建物跡とは異なり、柱が等間隔に配され、しかも配列方向
が真北・真西を向いている。柱穴内に詰石しているものもあり、非常に頑丈な作りとなっている。
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をあげておく。また、博多唐坊研究の先駆者であり、惜しくも 2015 年 3 月に亡くなった専修大学
名誉教授・亀井明徳氏も博多以外に中国人居留地としての唐坊を認めることには批判的であった。
遺著となった亀井明徳『博多唐房の研究』（亜州古陶瓷学会、2015 年）参照。　
（ 3）金峰町埋蔵文化財発掘調査報告書 10『持躰松遺跡 第一次調査』（1998 年）、鹿児島県立埋蔵文化財
センター発掘調査報告書 120『持躰松遺跡』（2007 年）。なお金峰町は、2005 年秋に市町合併によ
り南さつま市となった。
（ 4）正木喜三郎「筑前国野坂別符と輸入陶磁器」（同『古代・中世　宗像の歴史と伝承』岩田書院、2004
年、初出 1991 年）、拙著第 2部第 1章（初出 1999 年）、村井章介「姪浜であらたに「唐坊」地名を
確認」（同『中世史研究の旅路：戦後歴史学と私』校倉書房、2014 年。初出 2001 年）、服部英雄
「旦過・犬の馬場・唐房」（同『中世景観の復原と民衆像』花書院、2004 年）、同「チャイナタウ
ン・唐房」（同『蒙古襲来』（山川出版社、2014 年。原形の初出は 2013 年）、渡邊誠「大宰府の『唐
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